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今後の深谷市の環境に配慮したまちづくりに活かしていくため、緑に関するアンケート調査

を行いました。

本概要版ではアンケート調査結果のうち、市民のみなさんの意見の傾向を把握できる項目を

特に取り上げて分析し、掲載しています。調査結果の全容については別資料「深谷市緑に関する

アンケート調査結果」に掲載しています。

■アンケート概要

調 査 対 象：深谷市在住の 18 歳以上、70 歳未満の方 2000 名を無作為に抽出

調 査 方 法：アンケート用紙及び回答用紙を同封した封筒を郵送し、回答用紙

を返信郵便にて回収

調 査 期 間：平成２０年１０月 3 日～１０月２０日

回 答 結 果：回答数７６９（回収率３８.５％）

設問について：アンケート調査では「①緑に対する思い」、「②身近な緑」「③深谷市の公園」、

「④深谷市の緑の将来像」「⑤深谷市の緑づくりに協力できること」の 5 つの

テーマに関して１～４つの設問を設定し、市民のみなさんに回答していただき

ました。

調査の結果より、深谷市の市民の皆さんの傾向として以下のような意見

があることがわかりました。

①緑に対する思いについて、緑を心に残る風景として癒しを感じる

存在と思う方が４割以上いる。

②身近な緑について、緑が減少あるいは緑の質が落ちていると感じ

ている方が５割以上いる。

③深谷市の公園について、身近な公園が少ないあるいは公園自体の

設備がさみしいとする方が６割以上いる。

④深谷市の緑の将来像について、誰もが楽しめるような身近な緑を

進めるべきとする方が３割以上いる。

⑤深谷市の緑づくりに協力できることについて、気軽に緑化活動に

参加したいと考える方が４割以上いる。

緑に関するアンケート調査についてのお問い合わせ

深谷市 都市整備部 都市計画課

TEL ０４８－５７４－６６５７

E-mail:toshi@city.fukaya.saitama.jp



2

■調査結果

① 緑に対する思いについて

緑は、田園、河川、遠くに見える山々など、心に残る風景として癒しを感じる存在で

あると思う人が多いことがわかりました。

その他の中には、二酸化炭素を削減し地球温暖化を抑制する存在であるとする意見が

顕著に見られました。

Ｑ あなたにとって緑はどのような存在ですか？（複数回答）

② 現在の身近な緑に対する感じ方について

身近な緑の状況についての印象は、緑の質が落ち、量が減少していること、緑の量に

地域差があると感じている人が多いことがわかりました。

また、身近な緑の中では、農地を中心とした田園風景の緑が気に入っている人が多く

なっており、具体的な場所としては、「仙元山公園及び周辺」、「唐沢川の緑」、「深谷グリ

ーンパーク・パティオ」、「埼玉県農林公園」、「深谷城址公園」の人気が高いことがわかりました。

Ｑ 深谷市の緑で気に入っているところはどこですか？

（複数回答）

Ｑ 身近な緑の状況についてどのような印象をお持ちですか？

（複数回答）

23.1%

24.5%

14.1%

12.1%

15.3%

8.2%

2.5%

0.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

田園風景、河川、遠くに見える山々などが

心に残る風景となっている。

見ているだけで心を癒してくれる。

散歩、ウォーキング、ジョギング等スポーツ、

遊びや趣味などの場となっている。

まちの景観を作っている。

日常生活の一部となる存在である。

風水害から守ってくれている。また、

もしもの災害時に私たちを守ってくれる。

その他。 

無回答

18.0%

7.2%

10.6%

6.2%

10.5%

16.7%

10.5%

9.5%

8.8%

2.0%

農地を中心とした田園風景の緑。

家の周りの農地や屋敷林。

利根川、荒川、小山川などの河川沿いの緑。

鐘撞堂山などの山林の緑。

運動広場などの大規模公園。

深谷城址公園などの特色ある公園。

お寺や神社の緑。

駅前広場や公共施設の緑地など施設整備に

伴い計画的に作られた緑。

広い道路の街路樹。

無回答

0% 5% 10% 15% 20%

17.9%

16.4%

17.4%

17.9%

4.2%

2.7%

17.3%

3.3%

2.5%

0.4%

農地や林などが荒れて、気になっている。

緑が減っており、また、

緑の質が落ちている。

地区、場所により緑の量に差がある。

気軽に緑に親しめる公園などが少ない。

事業所などの大きな敷地で緑が少ない。

変化なく、気にならない。

家庭などで花壇などの取り組みが

多くなっている。

全体的に満足している。

その他。 

無回答

0% 5% 10% 15% 20%
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③ 深谷市の公園について

現在の公園は、全体的にそして身近な公園が少ないと考える回答と公園自体の緑や設

備などがさみしいと考える回答を合わせると回答数の６割を超えることがわかりました。

利用する状況については、4 割以上の人が公園を日ごろほとんど使っていないことがわか

り、その理由には、近くに公園がないという回答が多いことがわかりました。

そして今後は、環境学習ができる公園、多様な機能をもった公園、防災機能を備えた

公園、身近な公園に対する要望が多いことがわかりました。

Ｑ 現在の公園の量･質についてどのようにお考えですか？

（複数回答）

Ｑ 公園をあなたは日ごろどのように利用していますか？

（複数回答）

Ｑ 今後どのような公園が増えていけばいいと思いますか？

（複数回答）

その他

【要望の多い公園の例】

小さくても歩いていける公園
（写真：深谷市内の街区公園）

多様な機能の公園
（写真：深谷グリーンパーク）

防災機能を備えた公園
(写真：地下式非常用屋外トイレ(千葉県))

環境学習ができる公園
（写真：ほたるの里公園）

14.4%

16.3%

14.7%

18.2%

5.6%

6.8%

6.7%

12.5%

4.2%

0.6%

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18% 20%

小さくても歩いていける公園。

丸１日家族･友達などと過ごせるような多様な機能の公園。

災害時の避難場所や救護活動の拠点となる防災機能を

備えた公園。

自然が楽しめ、また自然を勉強できるような環境学習が

できる公園。

深谷市の歴史･文化を伝えるような歴史公園。

山並みが見晴らせるような眺望に配慮した公園。

来訪者・観光客をひきつけるようなテーマを持った公園。

予約など必要としない気軽にスポーツができる公園。

その他。

無回答

17.0%

17.7%

18.3%

7.8%

13.5%

3.9%

14.2%

1.7%

4.8%

1.1%

0% 5% 10% 15% 20%

全体的に少ない。

身近な公園が少ない。

公園内の設備がさみしい。

公園内の緑が少ない。

深谷市を象徴するような

シンボル的な公園がない。

防犯上問題がある。

数に不満はない。

必要ない。

その他。

無回答

ほとんど
使っていない。

無回答

利用している。

0％ 60％30％20％10％ 50％40％

43%

56%

1%

3%15% 15% 10% 8% 5%

子供を遊ばせるため。

特定の目的（運動、趣味、
レクリエーションなど）。

健康づくり、リハビリ、
気晴らしなど。

その他。何気なく過ごすため。

散歩の途中、買い物の
途中などに休むため。
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④ 深谷市の緑の将来像について

深谷市の将来的な緑は、適切に維持された河川や山林などをふくむ質の高い自然の緑

と街路樹や公園などの身近な緑であると共感する人が多く、あるべき姿については、身近

な緑づくりを進めるべきだと考える人が多いことがわかりました。

また、緑を創出するためには、遊休地の積極的な活用や、住民一人一人がつくる地域

緑化の推進、公共事業と併せた官民協働による緑化をすすめるべきと考える人が多いこと

がわかりました。

24.4%

19.5%

22.5%

16.2%

5.4%

7.8%

1.2%

3.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

遊休地を積極的に活用すべきだ。

住民一人一人が小さな緑をつくり出し、地域緑化につなげていくべき

だ。

道路、公益施設の整備と、これら公共事業と併せた周辺の緑化など、

官民協働で作り出していくべきだ。

行政が、公園、緑地、遊歩道などを整備し作り出していくべきだ。

民間開発などにおける緑地整備の基準を強化すべきだ。

地域を特定して、緑地整備の計画を立て、順次つくり出していくべき

だ。

その他

無回答

Ｑ 深谷市の緑の将来像としてあなたが共感できるものはどれ

ですか？（複数回答）
Ｑ 深谷市にとって緑はどのようにあるべきでしょうか？

（複数回答）

Ｑ 緑をつくりだすためには、どのような方法が望ましいでしょうか？

（複数回答）

16.1%

24.8%

26.2%

13.0%

6.5%

11.1%

1.2%

1.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

自然に配慮し、手つかずの自然が多く残るまち。

河川、山林などが適切に整備･維持され、質の高い緑を保つま

ち。

誰もが眺め、触れ。趣味･スポーツなどの場面で使える身近な

緑があるまち。

駅前の植栽、街路樹、公園など整備された緑があるまち。

観光促進、景観の向上などに配慮した緑づくりがなされている

まち。

官民協働の下で緑を保全し、創り、維持･管理する仕組みや体

制ができているまち。

その他

無回答

35.1%

12.7%

15.4%

15.1%

11.4%

2.6%

3.2%

1.8%

1.6%

1.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

誰もが親しめるよう、身近な緑づくりを進めるべきだ。

現状を保全することが重要だ。

積極的に緑を作り出していくべきだ。

人をひきつける、呼ぶような緑豊かなまちとすべきだ。

市を訪れる人や、他市の人に誇れるような豊かな緑づくりを進めるべきだ。

周辺の市町村に合わせ、できることだけ進めればいい。

公園など必要なものだけ整備していけばいい。

都市整備･宅地化を進めるのが第一であり、開発に伴い減少するのは仕方な

い。

その他

無回答

誰もが楽しめるよう、身近な緑づくりをすすめるべきだ。

現状を保全することが重要だ。

人をひきつける、呼ぶような緑豊かなまちとすべきだ。

市えお訪れる人や、他市の人に誇れるような緑豊かな緑

づくりを進めるできだ。

公園など必要なものだけ整備していけばいい。

無回答

その他。

市を訪れる人や、他市の人に誇れるような緑豊かな

緑づくりを進めるできだ。

積極的に緑を作り出していくべきだ。

遊休地を積極的に活用すべきだ。

住民一人一人が小さな緑をつくり出し、地域緑化につな

げていくべきだ。

道路、公共施設の整備と、これら公共事業と併せた周辺

の緑化など、官民共同で作り出していくべきだ。

行政が、公園、緑地、遊歩道などを整備し作り出してい

くべきだ。

民間開発などにおける緑地整備の基準を強化すべきだ。

地域を特定して、緑地整備の基準を強化すべきだ。

無回答

その他。

河川、山林などが適切に整備、維持され、質の高い緑を

保つまち。

誰もが眺め、触れ。趣味・スポーツなどの場面で使える

身近な緑あるまち。

観光促進、景観の向上などに配慮した緑づくりがなされ

ているまち。

官民協働の下で緑を保全し、創り、維持・管理する仕組

みや体制ができているまち。

自然に配慮し、手つかずの自然が多く残るまち。

駅前の植栽、街路樹、公園など整備された緑があるまち。

その他。

無回答

都市整備・宅地化を進めるのが第一であり、開発に伴い

減少するのは仕方ない。

周辺の市町村に合わせ、出来ることだけ進めればいい。

1.1％

1.1%



5

⑤ 深谷市の緑づくりに協力できることついて

緑化活動が行われた場合には、苗木や花を買ったり配布を受けたり、地域の花壇づく

りを行うなど、気軽にできる緑化活動に参加したいと考える人が多く、参加したいとは思

わない人はごくわずかでした。

また、緑づくりを進めるうえでは、緑化活動を進める仲間の存在など、参加しやすい

環境づくりが必要であると考える人が多いことがわかりました。

Ｑ 次のような緑化活動が行われた場合、参加したいと思いますか？

（複数回答）

Ｑ あなたが緑づくりを進めるうえで必要とされる事項は何ですか？

（複数回答）

26.5%

17.7%

18.6%

6.8%

11.7%

11.6%

2.0%

5.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

樹木や草花を育成するための緑化活動を進める仲間の存在、参加しや

すい環境づくり。

活動への経済的支援。

所有する土地の緑を育てたり、守り増やすための知識。

緑地等の土地等を貸与する場合の維持･管理への支援叉は代行。

自宅緑化に向けての労力などの人的支援。

自宅緑化などに向けての指導等の技術的支援。

その他

無回答

樹木や草花を育成するための緑化活動を進める仲間の存在、

参加しやすい環境づくり。
樹木や草花を育成するための緑化活動を進める仲間の存在、

参加しやすい環境づくり。

活動への経済的支援。

自宅緑化に向けての労力などの人的支援。

所有する土地の緑を育てたり、守り増やすための知識。

緑地等の土地等を貸与する場合の維持･管理への支援又は代行。

自宅緑化などに向けての指導等の技術的支援。

その他。

無回答

27.2%

12.4%

6.6%

8.6%

9.1%

1.4%

6.5%

5.9%

7.0%

6.9%

1.6%

3.8%

3.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

苗木や花を買ったり、配布を受けたりして植える。

地域や職場での花壇づくりや植樹、プランターの設置

などを行う。 

緑化のための花や樹木を育てて分けてあげる。

苗木や花の配布などの活動にボランティアとして参加する。

緑化まつりや記念植樹などの行事に参加する。

生け垣や花壇づくりなどのコンクールに参加する。

公共施設の花壇づくりや樹木の管理を行う活動に参加する。

緑化のための募金活動に参加したい。

緑化について関心を深めたり知識を得るため、

講習会などに参加する。

山林の下草刈りなどの活動にボランティアとして参加する。

その他。

このような活動を具体的に実行したり、参加したりしたい

とは思わない。

無回答

30%


